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得
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。
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岢
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又
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落
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险
も
組
元
前
苜
ニ
十
五
年
に
於
け
る
フ
ラ
ッ
カ
ス
の
提
案
棄
却
の
爲
め
に
：フ
レ
ゲ
ル
レ
が
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珍

t

J t
し
て
開
戦
せ

6:
が
如
く
、今
や
ド
.
ル
ッ
サ
ス
の
死
後
に
於
け
る
伊
太
利
瓯
间
盟
漭
の
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は
，伊
太
利
瓯
全
土
の
叛
亂
ビ
爲
づ
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突
發
し
た
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三
十
萬
の
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ふ
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傅
へ
ら
る
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に
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せ
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け
る
羅
馬
の
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權
は
大
な
る
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し
て
す
ら
一
度
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の
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搖
せ
し
め
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る
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し
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ら
る

\

に
至
つ
た
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質
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へ
れ
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彼
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し
て
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な
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榮
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な
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に
加
へ
た
る
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に
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に
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け
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に
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に
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て
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に
よ
つ
て
も
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に
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團
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た
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享
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揮
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政
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す
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咬
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に
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す
る
作
用
は
砰
等
の
權
利
を
有
せ
ざ
る

£

民
に
對
す
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が
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。
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し
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刻
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す
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こ
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の
市
民
兵
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も
、羅
馬
の
民
事
法
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た
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に
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太
‘利
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の
士
官
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何
な
る
踏
級
に
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す
る
も
の
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辱
の
軍
事
栽
判
所
の
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つ
て
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に
處
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ら
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來
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伊 

±
.

利
3 8

:の
同
盟
者

w

が
兵
役
に
徵
せ
ら
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依
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條
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ら
る
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が
な
か
つ
た
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で
あ
る
が
、初
期
に
在
つ
て
は
淨
均
同
數
の
其
士
を
供
給
し
た
る
に 

,
,反
し
、人
ロ
の
割
合
，，が
市
'民
に
取
つ
て
有
利
な
る
變
化
を
爲
せ
る
に

拘
ら
ず
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fi
l
l淑
者
に
對
す
る 

^

永
は

r

A

T
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均
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I
坪

力

し

~

^
に
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C

て
よ
ぅ

-f
t可
重
に
し
て
よ

b
.
#
用
大
な
る

®

務
は

^
 

w

し
て
彼
れ
等
の
上
に
課
せ

.
‘ら
れ
、
ff
f
lし
て
他
方
に
於
て
は
今
や
市
ぽ

|

人
に
就
き
同
盟
者
ニ 

人
の

0
合
を
以
て
正
规
的
に
徵
收
せ
ら
る
、
こ
ビ
、
爲
つ
为
。.
行
政
上
に
於
て
も
亦
た
從

_
 

圈
體
に
對
す
る
雜
馬
政
府
の

|
般
的
支
配
は
次
第
に
掀

eg
-
せ
ら
れ
て

1i
]
盟
者
は
凡
ゆ
る
羅

®
 

の
長
：官
等
の
孙
斷
な
る
意
.志
に
よ
つ
て
支
配
せ
ら
る

、
に
至
つ
た
。
最
も
重
毁
な
る
同
也
痛 

市
.の

1

た
る
チ
エ

.

1
ナ
ム

'
シ
デ
ィ
ナ
イ
ナ
ム

(
T
e
a
n
u

日s
i
d
i
c
i
n
u
m)

：に
於
て
は
羅
馬
の
一
執
政
官 

の
凄
が
劣
子
の
浴
場
に
於
て
浴
み
せ
ん
こ
と
を
欲
し
た
る
に
拘
ら
ず
、市
の

a»
員
が
ー
般

m

客 

を
®

逐
す
る
こ
？
敏
捷
を
缺
き
た
る
ビ
興
の
浴
場
が
彼
の
女
を
滿
足
せ
し
む
る
ま
で
に
淸
潔 

な
..

&

ざ
り
し
ビ
に
，：曲
つ
て
其

0

執
政
，
|官
0

命
，.令
に
據

$

同
市
の
市
提
は
市

0
の
找
に

0
せ
ら 

れ
て
鞭
撻
せ
ら
れ
た
。
グ
エ
ニ
ユ

I

シ
ァ

(
v
e
n
u
s
i
a)

の
拉
丁
植
民
地
に
於
て
は

‘
一；：H

T

由
®

民 

が
®
き
無
官
の
羅
馬
外
交
家
の
界
床
に
乘
り
て
迪
過
せ
る
を
嘲
笑

し
れ
る

が
爲
め
で
其
の

#
 

床
の
革
.紐
を
以
て
鞭
打
せ
ら
れ
て
死
ん
だ
。

斯
く
の
如

^

事
故
は
頻
々

e

し
て
發
往
し
つ
、

ぁ
つ
た
も
の
と
想
像
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
拉
丁
人
た
る
と
他
の
伊
太
利
®
人
た
る
と
を
間
は 

す
、羅

m
市
.民
以
外
：の
者
は
：總
：ベ

..て
其
の
共
通
の
腮
制
者
に
對
す
る
共

M

の
僧
惡
に
よ
つ
て
結 

合
せ
ら
る
、
に
至
つ
れ
。

(Monlmsen, 

op. 

c
r
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2
18-2

2
0
0
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斯
く
て
羅
馬
の
同
盟
，考
の
興
狀
於
，堪
え
難
き
も
の

V

爲
り
づ
、
ぁ
る
に
反
し
、彼
れ
#

は

E 

」

に
良
好
な
る
權
利
を
取
得

す

可
き

凡
ゆ
る
前
途
の

#

0

を
剝
奪
せ

ら

れ

たo

伊
太
利
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服

€
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に
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：市
民
：團
體
は
彼
れ
等
の
坪

 

全
共
同
團
體
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對
す
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嫵
政
權
の
贈
與
は
全
難
廢
止
せ
ら
れ
れ

°
:

羅
竭
に
其
の
住
所
を
移
す

^
よ
つ
て
長
當
®
取
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得
す
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き
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權
利
は
減
殺
せ
ら
れ
た
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十
六
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非
ざ
る
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總
ベ
て
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悉
く
元
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令
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つ
て
首
府
よ
卜
放
逐 

せ
ら
れ
た
。
平
等
：の
權
利
，に
對
す
る
熟
願
は
漸
次
沈
默
の
希
蕻
よ
り
聲
高
き
要
求

€
爲
つ
た
。
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け
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被
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蜂
起
に
依
つ
て
彼
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ポ
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れ
た
る
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y

强
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す
る
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#
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伊
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伊
太
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亜
同
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の
布
民
が
武
拜
し
得
れ
る
に
對
し
、间
盟
考
は
五
十
萬
乃
至
六
十
鹆
を
箅
し
た
。
兩
漭
間
の 

I. 

剡
合
斯
く
の
如
く
で
あ
つ
て
、即
も
俞
者
が
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の
結

^

を
保
ち
、且
つ
有
力
な
る
，外
敬
存
せ
ざ
る
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,■間
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市
及
び
；郡
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共

同

圓

體

R
分
裂
し
、而
し
て
公
私
幾
.千

の

關

係

に

依

つ
C 

I

.
羅
馬
ビ
連
結
せ
る
伊
本
利
巧
の
同
盟
考
は
共
同
の
行
磡
を
取
る
こ
ビ
を
得
な
か
つ
れ
の
で
あ 

一
. 

气

.
斯
く
て
伊
太
刹
亞
人
は
羅
馬
が
革
命
に
ょ
つ
て
動
搖
を
來
す
に
至
る

^

で
は
靜
謐
を
保

.
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つ
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た
の
：で
，あ
る
。

然

も

难

命

の

勃

.發

>
典
に
、彼
れ
等
は
初
め
比
衆
黨
に
ま
方
し
、次い 

\ 
.

 

で
元

^

院
黨
に
黨
し
て
權
利
の

.平
等
を
取
得
せ
ん

Y

し
た
。
伊
太
利
通
人
の
袈
求
が
革
命
黨

'

0

«
れ
 

る
間
は
、元
老
院
及
び
保
守
黨
に
ょ
つ
て
反
對
せ
ら
れ
々
も
の
は
侨
太
利

V

;

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

一
 

.

の
.耍
求
に
非
す
し
て

^

れ
等

©
:
聲
求
を
擁
護

.せ
る
者
の
革
命
的
計

#

で
あ
る
と
信
中
る
こ

^

一'
：

:
 

が
出
來
た
。
然
し
な
が
ら
紀
元
前
九

:+

五
_年
寡
頭
政
府
の
愼
重
な
る
政
策
は
市
民
に
#
ざ
る

一
 

. 

• 

. 

- 

• 

. 
.

. 

 ̂

• 

• 

••

一
 

爭
の
參
政
權
恶
求
を
處
罰
：せ
る

1

^
，
^
,̂
5:

〒
_

<

:̂,

に
ょ
つ
て
明
瞭
と
爲
つ
こ
。

「

Q

§

。

d

p

f 

■一.
'
'
.
.

 

.

.

.

.

 

.

 

.

..

I

:'
_

p

>

l
;卜
 

ル
"
サ
ス
.と
共
に
現
れ
た

- :
而
も
ド
ル
，サ
ス
は

©

己
の
破
滅
以
外
に
何
物
を
：：も
成
し
遂
げ
な
か
づ
た
。

今
や
武
力
以
外

.(
'
:时
等
の
手
段
も
存

せ
ざ
る
が
如
く
に
見
え
た
。

9

F
 S. 

2
2
1
-
2
2
5
0
。

.

....,7 *1C 

;

,

M

斯
く
て
前
述
：仗
る
が
如
く
伊
太
利
瓿
の
八
族
の
蜂

f

爲
つ
た
の
で
あ
る
が
福
馬
人
は
富 

者
階
，級
の
有
力
な
り
し
地
方

「

に
於
て
は
多
數
の
味
方
を
有
す
る
こ
之
が
出

.來
た
。
即
ち
古
代 

よ

P:し
て
土
地
，的
貴
族
•及
び
®
幣
的
貴
族
が
優
勢
で
あ
つ
て
中
餍
喈

M

が
全
然
消
滅
せ
る

ァ 

ム
ブ
タ
ア
及
び
テ
ー

:ト
ル
ジ
ア
は
羅
馬
に
對
し
て
忠
實
で
，あ
つ
た
。
然
る
に
ア
ブ
ル
ジ

I

溪 

谷
及
び
其
の
附
近
に
於

V

■
は
.農
民
階
級
は

.伊
太
利
盌
に
於
け
る
凡
ゆ
る
他
の
地
方
よ

b

も

M 

ぐ
其
の
，純
正
と
輿
氣
と
を

«

#」

：し

1:
:

居

0

た
。

此
の
：叛
亂
は
實
質
上

^

農
民
及

S
.

中
層
階
級 

よ
り
發
し
た
る

_
_も
の
：で
：あ
ら
て
、都
市
の
貴
族
は
猶
ほ
羅
馬
政
府
ビ
撻
携
を
持
續
し
つ
、
あ
つ

- 

た 

の
で
あ
る
。

(
i
b
i
d
7

 S. 

2
2
7
0

o

伊
太
利
取
人
は
コ

.ル
：フ
ィ
二
ア
ム

(
n
o
r
f
i
n
f
u
m
)

を
首
都
ビ
せ
る
新
共
和
國

.
イ
タ

y
力

(Jtalica) 

t
建
設
し
た
。

.
イ
タ
リ
カ

■は
宛

も
羅
馬

W

等
し
く
純
然
た
る
支
配
的
市
邦
た
る
も
の
で
あ
る
。
 

羅
馬

A

は
數
度
の
敗
戦
の
辑

«

く
に
し
て
勝
利
を
得
る
こ
と
が
出
來
た
。
此
の
戰
役
に
於
て 

主
ビ
し

.

.

V

羅
馬
軍
を
統
帥
せ
る
渚
は

-メ
ー
ヅ
ア
ス
及
び
サ

,

ア
で
あ
つ
た
。
而
も
羅
馬

は
此 

.
餌
十
八
翁

(

1
0九七)

論
餽
苹
命
期
の
羅
馬
に
於
け

^
社
會
翻
爭
續
編

7 

笫
八
®

3
H



.
笫
十
久
猞

2

〇
九
A)

論

E

苹
命
期
の
^
馬
に
於
け
る
社
會
爭
續
線

 

笫

八

雜

H
四
 

の
戰
役
の
間
に
於
て
幾
多
の
讓
步
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
れ
。
紀
元
前
九
十
年
末
に 

執
政
官

ダ
丨

ザ
ー

(Lucius. J
u
l
f
u
s
n
H
s
a
r
)

の

r

s Ju
l
i
a

は
此
の
蹄
^
で
公
然
羅
馬
に
對
し
て
宣 

戦
を
行
：ふ

£
な
が

.
り
し
總
べ
七

0

,拉
丁
人
及
び
同
盟
者
に
市
民
權
を
許
與

し

、

獲
民
宫

l

o

g
 

p
l
â
u
s

 

S
i
l
v
a
n
u
s

及
び

o
ai
u
?

 

P
a
p
M
u
s

 

C
a
r
b
o

に
ょ
っ
て
提
興
せ

ら

れ
た
■る
九
十
年
十
二
月

^

し 

ィ
U

A
十
九
年
初
の

L

殳

p
i
s
t
i
a

 P
a
p
l
r
f
a

は
六
十
日
以
內
に
一
羅
竭
の
長
官
の
前
に
出
頭
せ
る 

総
べ
て
の
同

sf
i

者
に
市
民
，權
を
許
與
す
可
き
こ
ビ
を
規
足
し
れ
。
然
し
な
が
ら
是
れ
等

の
新 

市
民
は
僅
か

^

三
十
五
輝
族
中
の
八

0

み
の
に
於
て
登
*
せ
ら
る
ゝ
を
得
た
る
が
故
に
彼
れ 

等
は
被
へ
放
民
に
等
し
き
：態
樣
に
於

：

て
制
限
を
受
く
可
き
も
の
で
あ
っ
た

(

被
放
民
は
三
十
五
種 

族
中
の
四

)

。
是
れ
等
の
法
制
は
：同
年
の

L
e
x

 
P
O
B
P
e
k

に
ょ

'
っ
て
•ホ
ー

(
p
a
d
u
s
)

河
南
の
全
伊
太 

利
亜
入

(

0

^

^

&
に̂ー適用

1
せ
ら
れ
、ポ

1

河
及
び
ァ
ル
べ
ス
山
脈
間
の
ヶ
ル
ト
人

(
T
r
a
p
s
p
a
d
a
n
i
)

 

は
楚
れ
ま
で
拉
丁
諸
；市
に
：屬
し
た
る
下
位
の

#

權
、即
ち

L
a
l
a
s

若
し
く
は
せ

s 

L
ae:
を
授
け 

:

ら
，ー
れ
；た
。

 

'
 
丨
： 

:
:

此
の
戰
役
が
羅
馬
に

：

取
っ

V

有
利
に
：進行

'し

っ

、
あ
り
し
間
に
、同
市
の
內
.部
的
狀
態
は
次 

第

k

,
第
に
危
急

^

吿
げ

「

っ
く
あ
っ
だ
の
で
あ
る
。

羅
馬
は
紀
元
前
八
十
九
年
末

®

細
迎
に
於

u：̂

av̂v
 

^
,
,
v
n
^
v
»
v
»

广
る

*®
;

m.
に
よ
つ
て

•ホ
ン
ト
ス

(

&:
3
。り)

0'
ミ
ス
ラ
デ
ー
チ

^
-ズ

c
tr
Q
l
p-
zr̂}
大
王
'に
對
し 

て
宣
戰
す
る
の
：已
む
な
き
に
至

.り
た
。
而
も
國
庫
は
旣
に

a一一 

ヶ
年
間
の
戰
爭
に
由
つ
て
全
然 

;
涸
S

し
て

g

つ
れ
。，
而
し
て
脒
に
戰
場
に
在
る
も
の
以
上
に
新
軍
隊
を
編
成
す
る
は
殆
ん
ど 

不
可
雊
な
る
の
觀
が
丨
ぁ
つ
た
ご
新
葷

^ ̂

、
と
が
な
か
つ
た
が
、力

ノ
ぺ
ー

二 

r 

に
於
け
る
ず
ル
ラ

0

軍
隊
は
南
部
伊
太
利
：亜
の
形
勢
が
同
地
を
離
る
、
と
を
許
す
に
至
る
と 

典
に
亜
細
距
に
派
遣
せ

「

ら
る
可
き
豫
定
で
ぁ
つ
た
。
市
內
の
敷
地
に
：し
て
古
代
よ

b

し
て
占 

有
せ
ら
れ
た
る

t

な
き
も
の
を
建
築
希
盟
者
に
賣
却
し
て
九
千
封
度
の
金
を
綱
逄
す
る
と
が 

出
來
た
。
羅
馬
及
び
伊
太
利

SS
に
於
け
る
總
ベ
て
の
權
級
の
間
に
は
不
牟
が
漲
つ
て
居
つ
た
。
 

騎
士
階
級
の
法
廷
に
對
し
て
加
へ
た
る
ド
ル
ッ
サ
ス
の
攻
擊
並
び
に
掏
階
級
に
よ
つ
て
作
爲
せ 

ら
れ
た
る
ド
ル
ッ
サ
ス
の
急
激
な
る
滅
落
に
次
い
で
，九
十
年
に
護
民
官
た
り
し
グ
ユ
ー
タ
ァ
ス 

(
Q
l
u
s

 V
a
r
i
u
s

 H
y
b
r
i
d
a
〕

は
同
盟
者
を
拨
助
し
若
し
く
は
敎
唆
し
て
鱗
馮
人
に
對
し
干
戈
を

®; 

さ
し
め
ん

 

< 
せ
る
者
の
總

V

て.
，

を
處
觀
す
る
が
爲

.め
に

r

e

xcu
e m

a
i
e
s
t
a
t
e

を
通
過
せ
し
め
た
。
 

此
の

.

.法
律
に
よ
，
て
多
歡
，の，著
名
，な
る
元
老
院
議
員
は
處

0
せ
ら
れ
、翌

.：年
ヴ
ユ

I

リ
ァ
ス
自 

身
も
亦
た
此
の

.

.法
#
.
,に
よ
つ
て
有
罪
の
剑
決
を
受
け
て
、死
刑

^

處
せ
ら
れ
れ
。

(Ap
pi
an
us
, 

B.

,
笫
十

A
卷
，

c.

1
G九
九
/

論

訛

..瑢
命
期
の
羅
展
ド
於
け
る
社
會
圆
爭
續
褊 

第

八

號

1



節

十

八

卷(
一
1

〇
o)

論
說
革
命
期
の
繩
馬
に
於
け
る
社
會
闘
爭
續
_ 

第
八

鹄

弓

、
 

o

f. 

5
7

 > 
Valerius 

M
a
x
i
m
u
s
)

 

F
a
c
t
o
r
u
m

 

et 

D
i
c
t
o
r
u
m

 

M
e
m
o
r
a
b
i
l

B'm

 

L
icr
r
i
, 

viii. 

6

 

, 4
. 

Q
c 
ーンe 

O
n

 

i

2
5
; 

D
e

 

Natura D
e
o
s
n
v
i
l
H

 

3
3
.)。

斯
く
の
如
き
も

0

は
實
に
穩
和
霉
ど
過
激
黨
ご
の
間
に
於
け 

る
と
等
し
く
亦
た
，貴
族
階
級
；

W

資
本
階
級
ビ
の
間
に
於
け
る
不
和
を
し
て
一
層
甚
し
か
ら
し 

め

た

0
和
鐵
は
晚
に
伊
太
利
蓝
人
に
對
し
て
行
は
れ
た
る
讓
步
に
不
滿
足
で
ぁ
つ
た

。

#
 

太
利

35
人
自
身
は
其
の
力
を
八
種
族
に
の
み
刺
限
せ
ら
れ
た
る
市
民
權
授
與
に
慊
ら
な
か
つ 

た
鎭
定
せ
ら
れ
た
る
北

〈
同
圈
體
は

pereg

p.n.1 "dedl.ticii 

(

M

馬
民
と

«

づ
て
之
れ
に

^

1

る
1
 

G
a
.
l
J
.

 

2
S2
の
境
涯
に
在
つ
た
。
彼
れ
等
は
未
だ
市
民
權
を
許
與
せ
ら
る
、
こ
ど
が
な
か
つ
れ
。
 

彼
れ
等
は
其
の
古
代
の
條
約
を
喪
失

し

た
。

避
れ
等
條
約
の
囘
復
を
見
た
る
所
に
在
つ
て
も
、
 

そ
は
羅
馬
民
の
意
思
：に
出
つ
て
取
消
さ
れ
得
る
も
の
と
爲
つ
た
。
比
の
戰
役
は

I

も
利
用
し 

#;
可
き
も
の
を
し
て

.悉
く
兵
籍
に
入
ら
し
む
る
の
必
要
を
生
じ
た
。
斯
く
て
政
治
的
黨
派
心 

を
值
接
に

S

營
內
に
輸
致
し
た
。

K

の
結

®

は

轆
が
て
驚
く
可
き
軍
紀
の
弛
廢
と
爲
つ
て
現 

れへれ。
其
の
司
令
官
を
殺
害
し
て
而
も
何
等
の
炮
罰
を
も
受
く
る
こ
ビ
な
き
を
得
た
る
羅
馬 

0

分
.隊
は
管
だ
に
一
の
み
で
は
な
か
つ
た
。

同
時
に
資
本
。の
腿
迫
を
叫
ぶ
聲
は
再
び
響
い
た
。
 

加
の
債
翁
に
對
し
て
利
子
を
支
拂
ふ
の
能
力
な
き
憒
務
者
等
は
一
方
に
は
市
寧
行

1

0*
ょ

謹
^

^

^

^

.

.

K
yし
て
彼
れ
等
を
し
て
典
の
财
齑
を
處
分
す
る
を
得
せ
し
ひ
る
の
猶
豫
を
求
む
る

€

同
時
に

* 

他
方
に
は
高
利
禁
业
の
顏
法
を
求
め
出
し
、

之

れ
が

規
定
に
悖
り

四
倍
の
利
子
を
支
拂
は
し
め 

た
る
.の

故

を

以

，：
て

其
0.

債
權
者
に

#

し
て

訴
®

を
提

0
し
れ
。
ァ
セ
リ
オ
は
是
れ
等
の
法
律 

に
據

0

..
て

利
乎

を
：
囘
收

す
る
の
へ
訴

®

を
裁
可
し

/
e
。

是
に
於
て
ネ
，其
の
利
益
を
侵
寄
せ
ら
れ
へ
：
 

た
る

倩

權
者
等
は
—

：民
宫
力

'
シ
ァ
ス

(
L
u
c
i
u
s

 Cassius)

の
指
揮
の

下
I ;

公
所
に
集
合

し

、

か
の
和 

合
神

堂

前
に
於
て
同
聚
行
を
襲
：ふ
て
之
れ
を
殺
し
た
。

.今
や

債
狻
者
は

「

新
帳

p
(
n
o
v
a
e

 tabulae)
：
 

即
ち
：「

凡

ゆ
る

現
存
慎
務

の
取
消
に

よ
る

の
^
救

»
せ
ら
る
ゝ
の

道
；
な
：し

W

叫

ん
だ
。

(
M
O
B
m
s
e
l
v
:
:
: 

op. 

cit., 

s.. 

?
4
5
.
2
5
0
0
。

‘ 

'
:
七
:;
.

斯
く
の
如
き
危
機
に
際
し 

メ
ー
リ
ア
ス
の
援
助

.に
依
つ 

千
デ
ィ
ー
ネ
ー
タ

ィ

(
d
s
a
n
i
) 

放
逐

せ
&

る
可
き
こ

€
、第
：ニ
 

は
石

還

•せ
ら

る

可
S

こ

€
.
0

幣
十
八
卷

(

1
1
0
1

)

論

證
民
官
サ
ノ
ル
ビ
シ
ァ
ス

(
p
u
b
i
i
&

 

S
u
l
p
f
d
u
s

 

-
.
R
u
f
u
s
)

は
ヶ
ー
ャ
ス

• 

て
紀
元
前
八
十
八
年

p
eges, S

u
l
p
i
d
a
e

を
提
案
し
れ
。

.第

1

に
ニ 

以
上
の
负
债
を
爲
せ
る
.總
べ
て
の
元
孝
院
議
員
は
冗
宠
院
ょ
り 

に
グ
ユ

I

リ
ァ
ス
法
執
行
委
員
に
ょ
つ
て
追
放
せ
ら
れ
た
る
者 

し
て
第
三
に
就
市

‘民
及
び
：被
放
民
は
.總
べ
て
の
種
族
中
に
分
配 

胱
に
瑢
命
期
の
ー
羅
馬
ド
於
け
ゐ
社

#
闘
.爭
_
綴 

第

八

號

H
七



:

.'
い
第
个
八
怨C 
ニ
.0 ニ)

.

^

,

:說

：：
革
命
期
の
羅
馬
に
於
.げ
る
社
#
脚
讓
繃
 

0
A
0
H
A

せ
&
る
可
き

こ
ビ
を

規
定
せ
る
も
の
が
是
れ
で
叔

る
o
.
.サ.ル
ビ
シ
ア
ス
は
貴
族
黨
の
擁
譴
者 

ご
し
て
其

の

公
生
涯
を

.始
め
：
た

る
も

の
^
あ
る
ノ
丽
も
彼
は
八
十
八
年
を
以

て

護
民
宫
に

題 

任
せ
、b

る

.
、
$

共
，ゆ
，貴

.族
黨
を
棄
て
、
、メ
ー
リ
ア
ス

■に
附
隨

1>
.お
：0;
涵
あ
る

；0
彼
れ

‘か
W

ぐ 

の
如 
<
 

急
激
に
其
の
態
，度
を
變

じ
た
る

原
因
は
：明
瞭

に

述
：
ベ
ら

^

て
.

S

居
ら
ぬ
が
、
彼

れ
が
負 

0 
.の
爲
め

に

苦
し

み
つ
、
あ

b

し
に

徵
し
て
メ

 

！
リ
ア
ス
の
，

爲
.
，
め̂
:
貢

收

：せ
ら

れ
た
る

I

は 

殆
ん
ど
疑

a

な
き
所
で
あ
る
。

(

g
i
s
s
e
nは
サ
\
ビ
シ
ア
ス
に
對
し
て
別

«

の
«

釋
を
*卜し

一
 

て
ゐ
る
。

I
b
i
d
.
,

 

S
.

 

2
5
?

2
5
I
.

參
照
。

c
£
,

c!v
,
E
p
i
t
,

Nr
/; 

A
P
P
I
a
n
u
s
,
B
.
C

 

f. 

5
5

 

;
a
o
u
t
a
r
c
h
o
s
,

 

S
u
l
l
a
,

 

8
0
0

.

.固
と

無
學
の
武
辦
に
し
て

■

度
«1

野
、̂
1
.i
h

麟
傲
な

る.メ
ー
リ

K

ス
は
本

0
に

^：
つ
C

國

內 

に
勢
力
を
維
持
す
る
に
必
喪
な
る
資
格
を
一
も
苞
す
る
こ
ど
が
な
か
つ
た

9

彼
れ
に

_
 
土
遺 

j

 

來
の
機
を

與

へ

た
る
も
の
は
社

會
戰
爭

で
あ
つ

た
。

メ
ー

.ジ
ア
ス
は
；

今

や

其

：の

齡

六

十

七
才 

一：： 

に
し
て
，身
體
肥
大

:̂
爲
り
、動
作
：意
の
儘
な

&

ざ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、而
も
彼
れ
が
榮

»
 

j  

ビ
地
位
ビ
に
對
す

る

欲
.求
の
熾
烈
な
る
こ

ビ
は
昔
に
興
な
る
乙
ビ
が
な
か

9

た
。
彼
れ
は
元

,
: 

一
 

考
院
が
執
政
浪
サ
ル
ラ
に
與
ベ
た
る

w

ス
ラ
デ
ー
チ
ー
ズ
射
伐
軍

.の
指
揮

.權
を
取
#
せ
ん
こ 

a 

ビ
を
：切
窥
し
た
。
：彼
れ
：は
此
の
目
的
女
實
徹
す
る
が
爲
め
に
サ
ル

..

.
-ビ
シ
ア
ス

W

結
ん
で
、恰
も

羅
S
 

■
の
市
民

11
を
取
得
せ
る
伊
太
利
亞

の
：！

盟
者
を
羅
馬
の
全
種
族
'中
に
分
配
す
る
の
法
案 

を
提
出
せ
し
め
た

0

で
あ
る

0.
是
れ
等
の
新
市
民
は
其
の
數
に
於
て
舊
市
民
に
超
過
す
る
が 

玫
に

*彼
イ
等
は
固
と
ょ

.
 ̂
_
會
を
し
て
興
の
欲
す
る
所
の
も
の
を
通
過
せ
し
む
る
こ
ど
を
得 

可

さ

，で

あ

る0

,是
れ
等
の
法
案
は
執
政
官
等
の
烈
し
き
反
對
あ
ぅ
た

4.
に
拘
ら

t
fi
办
通
過 

を
無
た
。

.
’而
し
て
今

—

や
新
市
：民
が
多
數
を
占
む
る
に
至
り
た
る
種
：族
議
會
は
メ

 

!
 

r.ス
に 

g

«
權
を
委
ぬ
る
に
至

0

'̂
0

サ
声
ラ
は

ノ
1

ラ

(

^
o
r

)

に
陣
せ
る
葬
の
軍
隊
に
走
ク
た 

:而
し
て
メ
ー
ジ
ァ
ス
が
ニ
名
の
軍
司
令
官

(

JTibun! m
i
l
i
l
)

を
此
の
地
に
派
し
て
典
の
堪
隊
指 

揮
權
以
引
繼
を
受

，け

ん

ビ

し

た

る
^

サ
ぐ
ラ
は
啻

/r
に
之
れ
を
拒
絕
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、其 

の
^

隊
を
傘

％

て
羅
馬
に
向
つ
た
"

メ
 

I

リ
ァ
ス
は
元
老
院
、騎
士
圈
及
び
全
市
民
に
的
ひ
、身 

を

以

て
®:
_

の

進

路

を

阻

止

せ

んこ
ビ
を
嚴
命
せ
る
も
何
等
の
效
果
が
な
か
つ
た
。
解
放
を 

約
し
：て
奴
隸
を
召
集
せ
る
も
、之
れ
に
應
じ
れ
る
も
の
は
僅
か
に
三
名
を
出
で
な
か
ク
气
メ 

1
リ
ァ
ス
黨
の
首
領
等
は
逃
走
の
外
、策
な
き
に
至
つ
穴
。
數
時
間
の
後
に
サ

\

ラ
は
羅
馬
の

..禅
制
君
主
と
爲
つ
た
。

チ
グ
ビ
シ
ァ
ス
法
は
無
效
ね
る
こ
ビ
が
宣
言
せ
ら
れ
た
，

ス
ー
リ
ァ
ス
は
鹿
弗
利
加
に
.逃 

笫
十
八
锫

(

ニ a

三)

誚

餽

S

期
の
羅
馬
に
於
け.る
社
會
_

續
綴

 

锒

八

鱗
I
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第

八

號

闽o 

走
す
る
こ
ビ

l

i

 

;
ル
ビ
シ
ー

r
 ,

は
別
莊
中
に
發
見
せ
ら
れ
て
死
に
致
さ
れ
た

。

f

 

.ナ
で
フ

’
の

着

手

，
せ

：
る

立

法

は

僮

務

者

を

釋

放

し

I

院
の
權
力
を
强
固
な
ら
し
め
ん
こ
ど
を 

企
圖
す
る
も
の
で
論
た
：

 

0 L
e
x

 

u
n
d
l

に
據
つ
て 

利
率
は
年

一

割

n
分
ビ
規
定
せ
を
れ
た
。

I

這
般
の
利
率
は
又
^

一

 

分
に
相
當
せ
る
が 

故
に

c
e

f

 a
と
し
て
知
ら
る
、
；に

5

た
，
此
の
法
規
は
紀
元
前
五
十
年
元
老
院
令 

'
を
：以
て
顧
馬
領

i

般
に

互
れ
る
法
定
限
度

I

れ
る
も
の
で
ぁ
る
。

.

多
數
の
新
植
民
地
建 

_

の
計
齋
は
：着
手
せ
も
れ
た
。

斯
ぐ

£

き
方
策
は
彼

S

其
の
勝
利
を
贏
ち
得
た
る
後
に 

::
:
於
ー
て
、自
己
の
自
由
意
志
を
以
て
提
唱
せ

#

れたるも？

ぁつた。即
ち
彼
れ
は
貧
民
階
級
、

 

の
窮
狀
に
對
し
て
無
關
心
な
る
も
の
で
：は
な
か
り
た
。

戰
举

ビ
檢
擧
ど
に
由
っ
て
著
し
く
興 

の
數
を
減
じ
た
る
元
老
院

®

員
は
章
族
黨
よ
も
選
出
せ
ら
れ
た
る
三
西
の
新

,

員
の

f

加

:7
'

ょ
っ
て
補
充
せ
ら
れ
た
。

十
离
セ
ス
タ

r

ス
若
し
く
は
其
の
以
上
の
財
產
を
？

る
者
ょ

i
 

成
：る
第

一 

^
 

M

b
 

S

L
 

X 

^
 

^
 

^
 

^
 

 ̂

^

,
1
ィ
ァ
ス
の
投
禀
法
は
復
活
せ
し
め
ら
：れ
て
、五
個
の
資
產
階
級
に
對
し
何
れ
も
平
等
な
る 

投
禦
權
を
與
へ
た
る
紀
元
前
ニ
吞
四
十
一
年
の
投
票
法
に
代
つ
ね
。.
元
老
院
の
完
全
な
る
豫

議

9
0
0
/
9
0

む
i

5

の
*

は
«

活
せ
ら
れ
て
，爾
後
如
何
な
る
提
案
と
雖
も
、先
づ
同
院
に
ょ
ク
て 

是
認
せ
ら
る
、
に
非
ざ
れ
ば
人
民
に
附
議
せ
ら

る
、
と
を
得
ざ
る

も
の
と
爲
つ
た

。

外
®
上 

ょ
^ :

す
れ
ば
是
れ
等

.の
法
制
は
：極
端
に
革
命
的
な
る
も
の

で
あ
る
。

サ
ル

ビ
シ
ァ
ス

及
び
其 

の
黨
與
に
對
す
る
權
利

^

®
の
宣
：言
は
神
聖
な
る
控
訴
權
の
侵
辔
で
あ
つ
た

0

立
法
，權
は
事 

實
：上
苌
官
及

.び

.議
會
》

奪
は
れ
て
、法
，律
上
單
：な
る
諮
詢
機
關
に
過
ぎ
ざ
る
元
走
院
に
賦
與 

せ
ら
れ
た
、
民
衆
の
貴
族
に
對
す
ゐ
最
初
，の
勝
利
を
徵
示
す
る
も
の
で
あ
り
'
世
紀
半
の
存 

在
を
保
ち
た
る
百
人
組
議
會
に
於
け
る
舊
投
票
法
は
今
や
變
革
せ
ら
れ
た
。
然

も

M
o
m
m
s
e
n

 

に
從
へ
ば
、是
れ

.等
の
變

'革
は
實
質
上
憲
法
の
精
神
に
違
背
す
る
こ
€
殆
ん
ど
な
き
も
の
で
あ 

る
。：
彼
れ
が
羅
渴
を
占
領
し
、其、の
政
敵
の
黨
與
を
處
期
し
た
る
は
、啻
だ
に
現
實
の
事
實
を
承 

認
.し
、暴
擧
を
以
て
暴
舉
を
防
止
せ
る
も
の
で
あ
る
。
.元
老
院
の
權
力
は
同
院
が
政
治
上
及
び 

宗
敎
上
の
否
認
權
に
依
つ
て
最
近
に
：虫
る
ま
で
常
に
行
使
せ
る
權
カ
に
對
し
て
法
#
上
の
承 

認
を
與
へ
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
.而
し
て
總
べ
て
の
長
官
が
豫
め
元
走
院
に
於
け 

.る
®

議
を
經
る
こ
ど
な
く
.し
て
稲
族
識
會
に
法
案
を
提
出
す
る
後
年
の
慣
行
は
旣
に
大
な
る 

不
便
く
危
險
と
を
伴

a

つ
V

あ
る

i

:が
明
か
ビ
爲
つ
て
ゐ
た
。
初
期
の
憲
法
は
全
然
民
勢
調 

第
十
八
卷

(

ニ

0
五)

論

，脱
.
革
命
期
の
羅
馬
に
於
け
る
社
會
圓
爭
續
編
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第
十
八
卷

2
 

i〇六)

論

査
に
基
礎
を
有
す
る
も
の
で 

.者
の
特
權
を
制
限
せ
る
も
、他 

ら
れ
た
る
市
民
を
排
斥
す
る 

上
の
革
命
起
り
た
る
が
爲
め 

ら
な
か
つ
た
。
利
子
及
び
植 

等
し

.
ぐ

物

質

的

改

革

に

,對
し 

ラ
ブ
力
ス
懑
法
の
基.礎

を

成

せ
::;
餽
'

塔
命
期
の
羅
馬
に
於
け
る
社
會
闘
爭
續
榻

 

第
八
號 

四
ニ
.

あ
つ
た
。
而
し
て
二
百
四
十
一
年
の
改
革
は
一
方
に
於
て
は
富 

方
に
於
て
は

®

w

し
て

I

萬
一
千
セ
ス
タ
ー
ス
以
下
に
量
定
せ 

の
股
則
を
固
守
し
た
0
而
も
此
の
年
以
後
に
於
て
大
な
る
財
政 

:に
其「

の
最
：少
限

0

.名
目
的
引
上
げ
を
是
認
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な 

民
に
關
す
る
方
策
は
彼
れ
が
サ
ル
ビ
シ
ア
ス
及
び
ド
〃
ッ
サ
ス
ど 

て
好
意
を
有
す
る
も
の
な
る
こ
ビ
を

‘示
し
て
ゐ
る
。
最
後
に
グ

. 

る
穀
物
の
給
與
へ
及
び
騎
士
階
級
の
陪
審
法
廷
は
.何
等
の
變
革
を

受

ぐ

る

し

と

八 な :

事
實
を
記
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

o 

(

i

‘

》
s. 

2
5
9
-
2
6
1
0
0

ン
サ

V

一
ス
は
八
十
八
年
末
ま
で
羅
馬
に
滯
在
し
、

ミ
ス
：ラ
デ
ィ
チ
ー
ズ
一
に
對
す
る
戰
を
行
ふ
が 

j

め
に
八
十
七
年
の
、初
、希
職
に
向
っ
て
出
發
し
た
。
.
而
し
て
彼
れ
が
希
臘
に
於
て
勝
利
を
得
り 

'
、

ぁ
る
間
に
、彼
れ
の
政
敵
は
伊
太
利

35
R

於
て
饞
勢
ど
爲
っ
た
。
彼
れ
の
出
發
後
間
も
な
く
、

メ ー

タ

ア
ス

0
E

風
に
し
て
執
政
官
た
る
シ
ナ

(Lucius 

Cornelius 

c
i
n
n
a
)

は
嚷
K

&

の
大
多

&

.

. 

.
: 

. 

.
, 

: 

. 

.

.
■:
'
 

'
 
.
 

.

.
一：
：
.
.
.
. 

. 

,

:

:

.
に
被
護
せ
ら
れ
ヤ
、サ
グ
ビ
シ
ァ
ス
法
を

@

び
提
出
し
、被
放
民
及
び
新
市
民

が
何
等
の
差
別
な

■
漫̂

^
^

議
：議

^

^

.

^

乾
奮

 

議
曝 

_

く

三
十
五
種
族
の
總
べ
：

V
,

に
入
籍
す
る
こ
ビ
を
許
し
、而
し
て
ナ
：グ
ヒ

V

ア
ス
寧
命
の
結
果
ど 

レ
セ
追
放
せ
ら
れ
た
る
者
を
召
還
し
て
其
の
從
前
の
地
位
に
復
せ
し
め
ん
と
ビ
を
企
圖
し
れ
。
 

是
れ
が
爲
め
に
殘
璋
な
ふ
暴

•動
起
も
二
萬
の
人
命
は
失
は
れ
た
と
傅
べ

:&
れ
て
ゐ
る
。
而
し

:' 

て

Y

ナ
は
其
の
主
な
る
黨

II
ヰ
共

^

律
れ
の
僚
宵
オ
ク
テ
ー
グ
ィ
ア
ス
ン

(

C
P O

c
t
a
v
i
u
s)

の
爲 

め
に
首
都
を
追

」

は
れ
た

0
''
'
而
も
，元
老
院
は
新
た
な
る
じ
命
者
を
伊
太
利

21
1

ょ
ぅ
驅
逐
す
る
こ 

ご
を

''
怠
令
た
る
が

®

め
に
、彼
れ
等
は
タ
ィ
パ

1

(
T
i
b
n
r
y

ブ
リ
ー
ネ
ス
チ
ー

(
p
r
a
e
l
e
)

並
び 

こ
ィ
丨
シ
ア
二
及

:̂
ヵ
ジ
ベ
ー
ー
ー
ア
の
總
.ベ
て
の
新
市
民
圑
體
中
に
現
れ
て
彼
れ
等
の
共
同 

の
目
的
の
爲
め
に
貨
幣
ビ
武
器
ご
を
求
め
た
。

シ
ナ
は
三
十
軍
圈
隊

I:
得
d

命
者
を
叫
合
し 

斯 

<
 
の
如
き
政
變
報
：に：接す
る
一
之
共
に
直
ち
に

®

弗
利
加
を
出
發
せ
る

〜

ア
ス
等
ビ 

共
こ
威

S

に
進
軍

.し
て

.之
れ
を
攻
圍
し
た
。
社
會
戰
爭
に
關
聯
し
；：
て
其
の
特
權
を
奪
は
れ
た 

る

m
ベ
て
の
伊
太
利

35
同
盟
者
に
滿
足
を
與
ふ
る
が
爲
め
に
彼
れ
等
に
市
民
權
を
授
く
る
の 

元
者
院
令
は
發
せ
ら
れ
れ
る
も
、而
も
斯
く
の
如
き
讓
步
に
依
つ
て

_

ち
^

す
る
も
の

.
t

c
力 

に
‘一
萬
人
に
過
ぎ
な
か
つ

‘た
。
市
內
の
軍
隊
中
に
は
恐
る
可
き
惡
疫
流
行
し
て
ニ
萬
七
千
人 

,
を
斃
し
た
。
元
老
院
は
糨
食
缺
乏
の
爲
め
に
無
條
件
を
以
て
降
伏
す
.る
の
己
む
な
き
に
至
り 

笫
十
八
卷

-
(

ニ
〇七

.

)

输
魏
革
命
期
の

S

G
於
灯
る
社
會
翻
霞
縐
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メ
，
ヌ

K
 

J

 ； ,

ナ
5

征
服

f

し
そ
羅

S

入
つ
た
，
，

て
最
も
戦
慄
す
可
き
光
景 

，
は
®

れ

介

。

シ

ナ

は

元

老

院

の

哀® 

K
ょ

つ

て

.虐

殺

を

制

止

す

可さ
旨

I

.

し
た
る

も
、メ
丨 

ノ
ア
ス
は

J

の
仅

R

ft
つ
て
氣
味
惡
し
き
沈
默
を
守
つ
て
ゐ

/2
。
市
門
は
鑛
さ
れ
て
、メ
|
ジ 

ア
ス
の
衛
兵
は
彼
れ
等
に
敬
禮
せ

ざ
る
總
べ
て

I

 

I

し
殺
し
炫
屠
殺
は
五
日
間
絕
ぇ 

.
間
な
く

S

れ
て

S

に
は
羅

S

族

の
血
爲

2

ぐ
に
流

‘
れ
た

。
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?
シ
ナ 

メ 

I

の
形
式
：を

「

す
ら
踏
ま
ず
し
て
、翌
八
十
六
年

0

執
政
官
に
自
己
を
指
名
し
た
。
然
し
な 

力
ら
メ
 

！
ジ
ア
ス
は
畏
く
此
の
名

#

を
享
有
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
彼
れ
の
齡
は
今 

や
七
十
一
に
達
し
居

c
v

m

の
老
福
は

*
近
に
於
て
受
け
た
る
疲
勞
と

2

ビ
に
戰
ふ 

る
こ

i

s

な
か
つ
：

I

而
し
て
彼
れ
は

A

十
六
年

一

月
十
三

i

に
執
政
官
職
を
.僧
し 

て
ょ
ら
十
八
日
に
し
て
肋
膜
炎
：を
以
て
逝
い
た

o r
®

人
が
彼
れ
の
不
徳
を
以
て
其
の
？

比 

J

の
2

れ
I

時
に
於
て
奸
惡
な
る
人
物
？

し
以
上

R

戦
時
に
於
て
偉
大
な
る
人
物 

i

り
し
や
將
た
戰
命
に
於
て
偉
大
：

I

人
物
た
り
し
以
上
に
平
時
に
於
て

t
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一
シ
ナ
が
事
實
上
獨
裁

»

制
'君
.虫
'

?し
て
國
內
，の
政
權
を
掌
握
せ
る
次
ぎ
の
三
個
年
間
は
洵 

し「

羅
馬
共
和
國
が
法
.を
も
威
嚴
を
も
有
す
る
こ
と
な
か
り
し

』

時
代
で
あ
る
。
彼
れ
は
®
だ
に 

:
ぃ
へ
每
年
執
政
官
職
に
就
け
る
の
み
な
ら
ず
、人
：民
に
諮
飾
ず
る
乙
ビ
な

<

し
て
自
己
ビ

M

の
僚
官 

€
を
指
名
し
た
。

^

0

_
間

を

：通

じ

て

徠

れ

^
^
^
^
明

確

な

る

政

治

上

の

計

盡

若

し

ぐ

は

：

CH 

:

w

を
表
示
し
た
る
こ
と
な
く
、

■憲
法
を
改
革
し
て
新
政
府
を
確
乎
た
る

$

礎
の
上
に
©
か
ん
と 

.

す
る
の
企
圖
を

i

行
ふ
こ
を
：が
な
か
っ
た
。

單
に
サ

,
ラ
の
反
動
的
政
策
が
廢
止
せ
ら
れ
、ニ
 

:;
三
の
法
案
が
刻
卞

0

;̂
に
^

て
：通
過
を
看
た
る
の
み
で
あ
る
。
即
ち
新
市
民
及
び
被
放 

、
民
に
對
し

v

舊
市
民

>

3
部
等

(7
)
;
.選
擧
權
を
約
し
た
る
サ
ル
ビ
シ

r

ス
法
は
當
然
復
活
せ

し
め 

ら
れ
，紀
元
前
八
十
四
年

‘を
以
七
元
老
院
令
に
ょ
っ
て
確
認
せ
ら
れ
れ
。
八
十
六
年
、之
れ
に
準 

據
し
て
，總
ベ
て
の
；#
太
剎

35
人
を
三
十

2£
糖
族
中
に
分
配
す
る
の
目
的
を
以
て
監
察
官
が
任 

.命

.せ
ら
れ
た
。
貧
民
階

.級「

を
滿」

足
せ
し
む
：る

^

爲
め
に
社
會
戰
爭
開
始
の
際
に
人
民
令
を
以 

て
戰
時
財
源
を
節
用
す
る
が
爲
め
に
殼
物
の
給
與
に
對
し
て
加
へ
ら
た
る
制
限
が
撤
囘
せ 

ら
、
た
の
も
恐
ら

〜

此
の
當
時
で
あ
っ
た
で
あ
ら
ぅ
。
ヵ
ビ
ユ
ー
ァ
に
植
民
地
を
鐵
設
せ
ん 

と
す
る
ヶ
ー
ャ
そ
グ
ー
フ
ッ

「

力
ス
の
訐

«

は
事
實

.上
：證
民
官
ブ

\

タ
ー
ス

(

|
§
5

^
5.
8

:8
2
彦) 

:
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提
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K

よ
つ
て
八
十
三
年
春
に
遂
行

1>
ら
れ
た
。

一
切
の
債
務
は
少
フ
ラ
ッ
力
ス

P

I

 

一
 

<

!

 F
i
a
c
c
u
s
)

の
法
案
に
よ
つ
，：て
其
の
額
面
の
四
分
の

一

に
削
減
せ
ら
れ
た

。

i

f

f

?

l

l

s

,
 

Historlae 
E
.
o
m
a
n
a
e

 

a
d

 

M
.

 

V

I

U

3
 

c
o
l
e
m
u

 bri 

D
u
o
,

 

ii. 

2
3
.y。

政
守
は
毫
も
自

3 

の
•
利
益
の
爲
め
に
一
兀
老
院
を
改
造
せ
ん
ど
す
る
の
計

«

に
着
手
す
る
乙

e

が
な
か
つ

s

o
庶 

:
:揭
は
愛
簾
受
け
邦
名

^
:同
時

^
*
.擧
に
關
す
ゐ
等
法

‘猶

规

定

の

無

意

味

な

る

無

視

に

由

^

て 

ぃ

徒

ら

^

不
快
の
威
を
抱
；，かし
め
ら
れ
,

資
本
階
級
は
彼
れ
等
に
對
し
て

一

定
の
援
助
を
與 

ふ
可
き
も
の
で
あ
つ
た
が
、债
務
に
關
す
る
法
制
に
よ
つ
て
彼
れ
等
に
敏
意
を
有
す
る
に
至
つ 

.

.た

.：

.
政
齋

.0
'支
柱
，ぬ
新
市
段
で
：あ
つ
た
。
而
し
て
舊
市
民
の
多
數
は
寡
頭
政
治
の
復
興
が
反 

•

對
鐵
仍
下
社
於
け
る
：新
た
な
，る

S

時
代
の
傲
始
を
意

味
す
る
こ
ど

' 
を
知
れ
る
が
爲
め
に
之 

れ
に
服
從
し
た
の
で
あ
る
プ
使
太
利
避
人
の
五
分
の
三
を
占
む
る
新
市
民
は
縦
し
現
政

^

^1 

謳
歌
せ
ざ
る
ま
で
，も
寒
頭
政
治
に
；反

*

す
る

も
の
で
あ
る
。
領
土
の
大
部
分
も
现
ぶ
啷

R

依 

. 

附
も
て
ゐ
れ
元
考
院
の

1
1
命
者
の
大
多
數
は
或
る
瑕
度
ま
で
サ
ル
ラ
の
勢
力
の
下
に

f
£ 

&

し
マ
ヶ
ド
二
ア
を
；以
て
其

_

唯
ニ

.;
:
の
避
雛
所

S

爲
し
て
居
つ
た
。
ナ

,
ラ
は
多
數
の

0

命
者 

-•
ヒ
等
ゎ
く
、法
律
购
保
尊
の
外
：

i
;

置

P

れ
 ̂

の
命
令
を
實

艰
す
可
き
何
等
適
當
な
る
手

.段
を
収
る
こ
と
が
な
か
つ
た
。
斯
く
て
彼
れ
は
重
大
な
る
反

#

る
こ
ビ
な
く
し
て
其
の
東
方
に
於
け
る
事
業
を
究
成
す
る
こ
ど
が
出
來
た
の
で
あ
る
。：

,

'
:
:九
：

.

：
 

.

.

サ
ル
ラ
は
今
や
伊
太
利

35
:に
歸
還
せ
ん

S

し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
彼
れ
は
典
の

M

總
瞥 

L
.
c
cinius 

M
u
r
e
n
a

..に
姐
細

®

領
土
の
指

#

VJ
:託
し
自
己
の
軍
隊
ビ
共
に
汛
溲
に

.

つ̂
て
灶

^

•U
た
。
皮
れ
は

^

太
利

®

に
於
け
る
必
死
の
大
闘

#;
を
^

説
し
つ
、
あ
る
間
に
も
學
辑

6

蓼 

す
る
興
味
を
失
は
な
か
つ
た
。
彼
れ
は
雑
典
よ
り

®

重
な
る
ア
ベ
リ
コ
ン

(

v

c
、l
y)

の

文

：
 

^

:'
:

::
:

—

を
羅
馬
に

®

し
^
，
此

^
^
^ ̂

リ
ス
ト
オ
タ
リ

i

ス
及
び
セ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス

f
t 

a
6
r
o
.
c
)

の
著
作
の
大
部
分
を

*

す
る
も

.の
で
あ
つ
れ
。
®
れ
は
八
十
三
年
春
に
フ
ラ
ン
テ
シ 

入
^

:

':
ア
 ̂

メ
ー
リ
ア
ス
黨
は
其
の
堪
勢
に
於
て
彼
れ
に
勝
つ
て
ゐ
れ
。

而
も
サ

V

ラ
は

0

贿
ヒ
契
約
ビ
に
由
つ
て
多
數
の
メ
ー

?

ア
.
ス
黨
の
兵
士
を

?1
入
れ
、又
方
多 

數
の
伊
太
利
朋
都
市
を
勸
誘
し
て
彼

’れ
を
擁
識
せ
し
め
た
。
彼
れ
は
夙
く
八
十
四
年
、元
老
院 

に
書
を
寄
.せて

^

の
歸
還
を
通
牒
し
、新

'1
1
3民
：の
權
利
を
尊
重
す

.可
き
こ
せ
、並
び
に
當
然
處
罰 

せ
ら
る
.可
き
も
の
は
大
衆
に
非
す
し
て
茚
命
の
指
揮
者
な
る
こ

£

を
約
し
れ
。
彼
れ
は
今
や

第
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八
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?

と
靜

0
ビ
の
外
、何
物
を
も
欲
求
す
る
一
こ
と
な
き
多
數
人
士
ど
只
管
自
己
，の
顧
ち
得
た

る 

新
た
な
る
特
權
を

■失
は
ざ
ら
ん
ど
す
る
新
市
民
を
味
方
た
ら
し
む
る
が
爲
め
に
、今
に
至
つ
て 

_
も
猶

S

命
政

f

 

2

す
る
總
ベ
て

©

者
に
對
し
て
無
條
仲
的

2

 

S

言
し
、新
市
民

Q. 

特
權

I

持
す
？

こ
)

i

s

し
、
s

£

を
し
て

f

に
.
5

 

S

太
利
®
人
を
朋
友 

2

し
て
又
た
同
一
市
民
ミ
し
て
歡
迎
す
可
き
こ
と
を
宣
誓
せ
し
め
た
。

當
時
僅
か
に
二
十
三 

才
.で
.
ぁ

C
V
S

ン
ビ
ー

1

0

1

 

?

0

|

么
1
!
3

)

は
義
勇
英
を
募
集
し
、三
軍
圈
隊
を
率
い
て
サ 

ぐ
ラ
に
投
じ
た
。
颚
八
十
ニ
年
プ
グ
ラ
は
羅
挺
の
コ
ー
ラ
ィ
ナ
門

(

o

o

f
 

p
o
r
t
a)

前
に
於
て 

p
§
f 

T
e
k
s
f

の
率

ゆ
る
ナ
ム

:
ニ
ア
ム
人
及
び
ジ
ユ
ー
ケ

t 

二
ア

(
L
u
c
a
n
s

人
に

對

し
て

.
 ̂

定
的

勝
利
を

得
た
。

此

0
:勝
：利

0
報

に

接

し

て

ブ

ジ

ー

ネ

ス

チ

ー

(

ぽ

|

市
は

降
伏
し
、
 

同
年
二
.十
七

才

0

弱
年
を
以
て
執
政
會
ど
爲
れ
る
メ
ー
ジ
ア
ス
の
養
子

ヶ
！

ャ
ス
は
坑
遒
を 

通
じ
て
逃
れ
ん
と
し
た
る
も
、終
に
事

成
ら

t

し
て

死
ん
だ
。

(Liv. 

E
p
i
t
.

00
00
0

0
シ
ナ
は
夙
に 

サ
：A

ラ
が

其
の

軍
隊
を
率

い
て
反

»

黨
懲
：觸
の
爲
め
に
本
國
に
向
つ
て
進
跟
せ
ん
ビ
す
る
を 

聞

く

や

、其

の

僚

宫

ネ

ー

ボ

ォ

(

o
p 

s

f

 

p

s-
o)

>
共
に
ア
ド
ジ
ア

チ
ッ
ク
海

(
M
a
r
e

 

A
d
r
f
) 

.を
横
切
ぅ
、サ

V

ラ
^

機
先
を
：制
し
七
之
れ
：を
希
臟
に
齷
た
ん
ど
し
た

Q

で
あ
る
が

、
m
己
の

®

隊
中
に
暴
動
起
キ
て
其
の
生
命
を
奪
は
れ
た
。

(

孕
^
^

サ
ル
ヲ
は
玆

.に
，羅
馬
及
び
伊

「

太
利
取

0'
君
主

-

つ
た
。
彼
れ
は

典
©
:

政
敵
に
對
し
て
最 

も
辛
陳
な
る
刑
罰
を
加
へ
て
、庶
民
黨
を
滅

«

せ
し
め
ん
ど
し
た

.。
彼
れ
が
最
初
の
行
動
の
一

;
; 

は

；死

利

に

：
處
せ

ら
る
可
き

.
興
.の
政
敵
の
名
簿
を
作
製
す
る
に
在
つ
れ
。
此
の
名
簿
中
に
其
の 

名「

を
.揭
げ
ら
れ

^

る
者
は
法

_

の
保
議
を
奪
は
れ
た
る
も

0

あ
つ
て
、何
人
た
る
と
を
間
は 

ず
、縱
：令

a

奴
隸

.
S
雖
も
之
れ
を
殺
害
し
て
罪
を

I得
る
こ
€
な

き

も

の
で
あ
る
。
彼
れ
等
の
子 

本
ぬ
議
會
に
於
げ
る
其
の
投
禀
權
を
喪
失
し
、-

の
公
職
に
就
く
こ
ミ
を
得
ざ
る
，も
の
で
あ 

る
。
m
彼
れ

‘等
の
财
；產
は
國
家
に
槔
收
せ
ら
れ
て
、公
賣
に
附
せ
ら
る
可
き
も
の
で
ぁ
る
。
斯
く 

.で
r

K
却
を
吿
示
す
ふ

」
(proscribere〕

な

る
文
字
ょ
り

生
じ
た
る

P
3
scdpti6

な
る
語
は
サ

ル
ラ

の 

I®
'

-

ネ̂
丧
、死
罪
を
申
渡
さ
れ

、
-d§

cripti、
V

稱
せ
ら
れ
た
る

.者
の
財
產
公
賣
を
意
陳
す
る
こ

 ̂

、
爲
つ
れ
。

抓
之
な
ら
ず
、版
の
名
筂
に
記
.載
せ
ら
れ
た
る
者
を
殺
し
た
る
者
は
總
べ
て
ー
滇 

j

一
 

千
デ
ィ
ー
ネ
リ
ア
ス
の
賞

.與
を
與
へ
ら
れ
、是
れ
等
の
者
を
庇
護
し
れ
る
者
は
死
刑
に
處
せ

. 

ら
れ
た
。
サ
ル
ラ
は
此

0

名
铄
を
揭
示
せ
し
め
減
元
前
八
十

I

年
六
月
一
日
を
以
て
之

.れ(

を 

■ 

\

切
る
可
き
最
後
の
期
日
ど
楚
め
た
。
此
の
名
簿
は
邑
冷
膨
腺
し
て
終
に
：は
四
千
七
百
名
を 

.

m
十
八
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ニ
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L
M
,

 

ix.‘
2
, 

1 

ノ。

ァ
ビ

.ェ
ー
ナ
ス
に
從
へ
ば
、サ
ル
ラ
に
ょ
つ
て
揭
示
せ
ら
れ
た
る
元
老
院
議
員
四
十
名
嬰
其
の 

數
は
後
に
至
つ
て
幾
分
附
加
せ
ら
れ
た

)

、騎
士
約
一
千
六
百

(

w

.

pr.
vo
s

、フ
ロ
丨
フ
ス
に
從 

.

へ
ば
、兩
者
を
合
し
て

-:
千
名

^

傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る

o
?:
3

0

ブ
ル
ー
タ
ル

n

ス
に
據
れ
ば
、最 

‘初の
三
日
間
に
表

.中

R
揭
げ
ら
れ
た
か

,p

の
五
百
二
十
名

.

(Sulla, 

3
1
0
、

ォ
ロ
シ
ァ
ス

(
P
a
u
l
s

 

.

0
3
,
f
u
s

)

に
y

れ
ば
其
の
數
は
最
初
の
數

.日
中

^

五

百

，，八

十

名

に

達

し

た

と

云

ふ

こ

v
j

で

ぁ

る

。

0

0

1 p
a
g
a
n
o
o
。
■

恐
怖
は
啻
だ
に
羅
馬
の
み
な
ら
ず
、伊
本
利
亜
全
土
を
支
配
し
た

，
0
 

何
人

^

雖
も
安
全
な
る
乙
ビ
を
期
し
得
な
か
つ
た
。
サ
ル
ラ
は
其
の
黨
與
の
歡
心
を
得
る

♦い 

翁
め
：に
彼
れ
等
の
私
敵
苦
し
く
は
彼
れ
等
に
ょ
つ
て
欲
求
せ
ら
れ
た
る
財
產
の
所
有
者
を
も 

此
の
名
簿
中
に
加
へ

1
 

般
公
衆
に
對
.し
て 

競
貴

.せ
ら
る
可
き
も
の
：で
ぁ

0

た
。
而
も
何
人

€

雖
も
、サ

O

フ
の
黨
與
及
び
從
者
に
杭
し
て 

, 

:
之
れ
を
鏺
落
さ
ん
ビ
す
る
者
な
き
が
故
に
、彼
れ
等
は
極
め
て
低
廉
に
之
れ
を
購
入
す
る
こ

ビ

が
出
來
れ
。
就
中
、此
の
公
®
處
に
際
し
て
强
愁
不
正
の
態
度
を
取
れ
る
著

3
0
者」 (

s
v
e
s
)

 

^

;叙
.名
せ
ら
る

•、
に
至
令
た
る
若
き

^
^
^

 ̂

(
M
a
r
c
u
s

 

Licinius 

c
r
a
s
s
u
s
)

で
あ
つ

2

。
沲
石
こ

. 

サ
グ
ラ
は
自
已
の
敌
慾
を
抑
制
す
可
き
こ
ビ
を
忘
れ
な
か
つ
た
が
、其
の
麥
メ
タ
ラ

(oaecilia

M
et
e
l
l
a)

並
び
に
彼
：れ

€
密
接
の
關
係
ぁ
る
者
は
被
放
民
及
び
奴
隸
に
•至
る
ま
で
、時
に
は
無
競 

爭
を
以
て
之
れ

.を
：購
入
し
、時
に
は
代
金
の

.全
部
又
た
は
一
部
を
免
除
せ
ら
れ
た
。
淇
の
被
放 

民
の
一
人
に

し
て

六

]？
:
葆
セ
ス
タ
ー
ス

：

の
財
產
を
購
入
せ
る
者
が
ぁ
つ
た
。
斯
く
の
如
き
不 

:安
恐
怖
時
代
に
於
け
る
：資
產
價

：： .

値
の
下
：落
、並

^

に
這
個
不
當
な
る
廉
買
に
省
拘
ら
す
、沒
收
財 

產
の
總
賣
上
高
は
三

®

五
千
セ
ス
ク
ー
ス
を
下
る
こ
气
か
な
か
つ
れ
。

第

十

八

卷(
1
1

一
五)

篩

說

革

命

期

の

羅

馬

：

I

於
け
る
社
會
翻
爭
續
細

第
八
號 

五
一


